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高齢糖尿病患者の血糖管理の把握/糖尿病治療新薬の効果についての実態調査 

 

 糖尿病はインスリンの不足や作用低下が原因で高血糖が慢性的に続く疾患である。初期

段階では症状がないため見逃されやすいが、血糖値が高い状態で放置されると血管が傷つ

き、関連する臓器が障害されることで、網膜症・腎症・神経障害の三大合併症をはじめとす

る多くの重大な合併症につながる。令和元年の国民健康・栄養調査 1 によれば、「糖尿病が

強く疑われる者」の割合は男性で 19.7%、女性で 10.8%であり、国内の糖尿病患者は 1000

万人以上と推計される。この結果には直近 10 年で有意な増減はないが、「糖尿病が強く疑

われる者」の割合は高齢になるほど高く、70 歳以上では男性の 26.4%、女性の 19.6%を占

める。 

 ２型糖尿病の治療内容は空腹時血糖値および HbA1c を適切に保つことであり、診断時に

はまず食事・運動療法によって血糖コントロールを行う。血糖コントロール目標を達成でき

ない場合に、血糖降下薬を用いた薬物療法を開始する。現在日本で使用が可能な血糖降下薬

は 7 つの系統に大別され、患者の病態に応じて薬剤を選択することとされている。7 系統の

うちで最も新しい SGLT2 阻害薬は細尿管でのブドウ糖再吸収を抑制することで血糖降下

作用を示す薬剤であり、いくつかの薬剤については臨床試験の結果慢性心不全と慢性腎不

全への適応が承認されている 2,3。 

 本抄読会では、血糖降下薬による２型糖尿病治療の概要と高齢者に対する投与について

説明する。また、慢性心不全・慢性腎不全への適応が承認されている SGLT2 阻害薬に着目

した今後の検討予定について報告する。 
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